
 
 
 
 
 

 
   

「総称山形牛」のブランド力の向上と県内肉用牛経営の安定に資するため、遺伝的に優れた能

力を持つ雄牛と雌牛を交配して生まれた雄子牛の中から、高い評価の枝肉生産が期待できる新た

な県産種雄牛「翼満開」を選抜した。 

 
 
 

① 「翼満開」は脂肪交雑と枝肉重量に関して高い能力を有しており（表１）、肉質等級４等級 

 以上の割合が歴代県産種雄牛で最高、脂肪交雑（BMS No.）では歴代２位の成績である。 

② 2017年に開催された第 11回全国和牛能力共進会「若雄の部」において優等に入賞するとと 

もに、歴代県産種雄牛の中で体型審査得点が 87.1と最も高く、種牛性にも優れている。 

＊ロース芯面積：ロース肉の中心となる胸最長筋の第 6～7肋骨間切開面での面積。 

     脂肪交雑：筋肉（赤身）に入り込んだ脂肪の程度、霜降り度合。BMS ナンバー（1～12）で表す。 

 

表１ 産子の枝肉成績 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 「翼満開」          図２ 「翼満開」産子のロース芯断面 
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研究のねらい 

研究の成果 

肉質等級
4・5割合

18
(去勢13、雌5)

30.6 ±0.5 504 ±42 63.8 ±9.4 8.7 ±0.9 2.9 ±0.7 74.6 ±1.5 8.7 ±1.8 100%

脂肪交雑

（BMS No.）
頭数

バラ厚さ

（cm）

皮下脂肪厚

（cm）

推定歩留

（％）

出荷月齢

（月）

枝肉重量

（kg）

ロース芯面積

（㎠）

 
 
 
 

 
 

受精卵移植の普及にともない能力の高い子牛が生産される事例が増えていることから、事故な

く安全に分娩させることが一層重要となっている。生産者は分娩が近づくと、何度も牛の様子を

確認したり、必要に応じて助産するなど、牛舎との往復を含め多くの労力を要することになる。

そのため生産者が利用しやすい汎用 ICT監視カメラを利用して分娩事故の低減及び労力の軽減を

図ることを目的とした。 
 
 

① 汎用 ICT監視カメラは、㋐暗視機能により夜間でも可視化可能、㋑広角レンズで視野が広く、

かつ動作可能、㋒インターネット回線を利用しスマートフォンで画像共有及びカメラの遠隔操

作が可能であるといった特性を有し、牛舎内での分娩経過を確認できる（表１、表２）。 

② 汎用 ICT 監視カメラを設置することにより分娩兆候を遠隔地からも確認ができ、分娩兆候の

見逃しを減少させることができる（表２）。 

③ 汎用 ICT 監視カメラの利用により、分娩事故が低減でき、分娩監視に要する時間が 50％以上

軽減できる（表２、図１）。          

    

 

    

           

 

 

  
 

   
 

 
 
 
 
 
 
 

＜カメラ設置例＞  ＜画像共有例＞ 
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研究の成果 

研究のねらい 

表１ 利用した汎用ICT監視カメラの仕様

項目 機能 備考

赤外線ライト 〇 暗所可視化可能　照射距離10m

遠隔操作 〇 視野角（水平355°垂直90°）

カメラ共有 〇 共有人数5名まで可能

本体重量 298g

外装サイズ 180×130×160ｍｍ（W×H×D）

本体価格 約10,000円

表２ 汎用ICT監視カメラ利用の有無による分娩監視調査結果
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図１ 汎用ICT監視カメラの有無による労力軽減
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